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（公財）東京都道路整備保全公社について

１ 設立：昭和３５年３月１９日（財団法人設立許可）
平成２３年４月 １日（公益財団法人設立）

2目的：安全快適な道路環境の創出と駐車対策の推進等
を通じて都市再生及び都市機能の維持増進に貢献

3事業：道路用地取得事業、無電柱化推進事業、
道路管理受託事業、東京都駐車場指定管理者、
直営駐車場事業、新宿駅西口広場活性化事業

4規模：４４３億７千２百万円（令和５年度予算）



事業スキーム



総合的な駐車対策の取組

大型バス専用駐車場の管理運営

キャッシュレス対応型精算機の設置 EV充電設備の設置

自動二輪車用駐車場整備助成 駐車場検索サイト「 s-park 」

自動車・オートバイ駐車場の管理運営

駐車場管理運営＋駐車場検索サイト＋民間事業者支援＋調査・研究



（１）EV充電設備導入の経緯 （２）導入数推移
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平成20年度、東京電力製急速充電器（50kw）
を丸ノ内鍛冶橋駐車場へ導入

１ 公社のEV充電設備に係る取り組み①



（３）東京都のEV戦略

（未来の東京戦略）
戦略14 ゼロエミッション東京戦略
④ＺＥＶを普及拡大

❏ 乗用車新車販売※非ガソリン化

（2030年目標）

❏ 二輪車新車販売※非ガソリン化
（2035年目標）

100%
（2026年度目標）70%
（2021年度実績）48.8%
※軽自動車を含めて 45.9%

100％

❏ 公共用充電器設置数（累計）

（2025年目標）

5,000基

（2020年度末時点）2,746基

（2026年度目標）15%

（2020年度実績） ４%

※東京都HPより抜粋

＜うち急速充電器＞

(2030年目標) 1,000基
(2026年目標) 700基
(2020年度末時点) 326基

１ 公社のEV充電設備に係る取り組み②



（４）EV充電設備設置実績 （自動車 令和5年3月31日時点）

①急速充電器

15基

②200Vスタンド式

25基

③コンセント式

41基

令和４年度延べ利用回数
30,716回

令和４年度延べ利用回数
5,964回

利用回数のカウント機能なし

１ 公社のEV充電設備に係る取り組み③



（５）EV充電設備設置実績 （二輪車）

②電動二輪車用バッテリーシェアリング

※バッテリー交換機設置場所提供

①100Vコンセント

4基

１ 公社のEV充電設備に係る取り組み④
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急速充電器の設置時期

（１）急速充電器の老朽化

〇故障事象
・コネクター接触不良
・コード断線
・バッテリー故障
・基盤不良

〇充電器メーカーの交換部品作製終了
故障しても修理ができない可能性

２ EV充電設備に係る課題について①

過半数が10年以上経過し、老朽化

出力量
50㎾ 1基
30㎾ 2基
20㎾ 13基



（２）急速充電設備の更新

〇更新費用及び維持費用の負担（50㎾ 1基の設置例）

これら自己負担費用を充電課金により回収することは非常に困難

２ EV充電設備に係る課題について②

購入費
380万円

自己負担
130万円

助成上限額
250万円

①設備(機器)購入費

工事費
350万円

自己負担
50万円

助成上限額

300万円

②設備工事費

工事費
600万円

③既設撤去処分費

自己負担
150万円



（３）充電出力の大型化・複数台数の設置

・電力引き込みの特例申請で新たに引ける電線は1本

50kwhを超える出力

P P P P

EV EVEV

複数の急速充電設備を
一つの駐車場に設置すると

キュービクル式高圧変電設備の設置が必要

キュービクル設置費の発生、車室のレイアウト変更・減少

２ EV充電設備に係る課題について③



２ EV充電設備に係る課題について④

（５）利用拡大と運用方法

EV普及が進めば、充電待ちの発生等新たな課題が生じる恐れ

〇 現在の充電設備の運用方法

①急速充電器
〇一回の利用時間は30分まで
〇利用者は充電中は車両から離れず、
充電終了後は速やかに出庫

②200・100Vスタンド・コンセント
〇充電時間の制限なし
〇利用者が車両のそばにいる必要なし



都 内 時 間 貸 駐 車 場 検 索 サ イ ト

「 s - p a r k 」 の 取 組 に つ い て



都内時間貸駐車場検索サイト「s -park」

駐車場検索サイト「 s-park 」

<「s-park」とは>

 東京都内の公共・民間駐車場（時間制）の情報を集約し、

パソコン、スマートフォン、カーナビゲーションの媒体

を通じて情報提供を行うシステム（平成14年3月開始）

 四輪(自動車)向けの駐車場のほか、自動二輪(オートバイ)
および大型バスの駐車場情報を提供

（四輪駐車場約25,000場のほか、自動二輪駐車場約600場、
大型バス駐車場約40場）

 四輪向け駐車場のうち約9,000場の駐車場満空情報を提供



「s -park」導入の背景・目的

• 都内の路上駐車台数の増加と低い駐車場利用率

• 都施策による対策強化（スムーズ東京21～拡大作戦～ 等）

• 駐車場の情報に対するドライバーからのニーズの高まり

東京都内の瞬間路上駐車台数の推移（H11～H14）
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＜導入当時の社会情勢＞

公益法人の特性を活かし、民間事業者等が運営する時間制駐車場の情報を集約してドラ
イバーに提供することで、駐車場の利用を促進し、違法路上駐車削減および道路交通混
雑解消を図ることを目的に、運用を開始した。



情報収集・提供のシステム

 

駐車場事業者

情報提供

駐車場情報

の発信

パソコン

スマートフォン

カーナビ

利 用

各事業者から提供された駐車場情報を、「s-park」サイトを通して、パソコン・スマートフォン・カーナビで検索・閲覧できるように発信

集約・管理 発信

駐車場情報

の提供



「s - park」の特色 ～その１～

①検索機能

多様な検索ニーズに対応した検索機能を実装
1つのサイトで運用することで、
複数車種の検索を容易に可能

抽出条件に基づいた検索結果を、リスト一覧形式での表示及びGoogleMap上
での表示で確認可能

タブにて車種の切り替えや検索条件を指定する機能をサイト上に配置



「s - park」の特色 ～その２～

駐車場情報のほか、周辺情報も容易に確認

ルート
検索機能

ストリート
ビュー機能

出発地から駐車場までのルート検索も可能

駐車場入り口周辺の
状況等も確認可能

②地図情報 Google Mapを用いた地図情報を提供

ストリートビュー例
（都庁前駅駐車場 入口周辺）

駐車場の満空情報を地図上で表示



「s - park」の特色 ～その３～

③写真掲載

利用者目線で役立つ現況写真を積極的に掲載（入口周辺、駐車場内、場内看板等）

現地調査にて撮影および駐車場事業者より提供される写真を掲載

掲載写真例（都庁オートバイ専用駐車場）



掲載情報等の推移

駐車場の掲載数が増加するとともに、閲覧数も増加傾向にある。

＜サイト掲載場数の推移＞

掲載当初(平成13年度)の

駐車場数と比較し、

約8倍まで増加

掲載当初(平成16年度)の

駐車場数と比較し、

約15倍まで増加 現在の「s-park」サイトへシステム改修後、約1.2倍に増加

＜サイト閲覧数の推移＞




